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名古屋ユビキタス特区コンソーシアム 

 

名古屋ユビキタス特区コンソーシアムでは、 

上海万博にて、ユビキタス特区で開発した   

「次世代ワンセグ端末」の実証・実験を実施 

 

平成２０年度、平成２１年度に続き、今年度も「ユビキタス特区」事業（放送と通信の

シームレスな切替え等を可能とする新ワンセグ端末の開発・実証）について、名古屋の  

民間放送テレビ５社（幹事社：中京テレビ放送株式会社、中部日本放送株式会社、テレビ

愛知株式会社、東海テレビ放送株式会社、名古屋テレビ放送株式会社）が総務省から委託

を受け、関係機関（株式会社ユーフィット（名古屋市）、株式会社ビート・クラフト（東京

都墨田区）、名古屋大学、名古屋工業大学、愛知県、名古屋市）と「名古屋ユビキタス特区

コンソーシアム」を組織して、開発・実証を行っています。 

本コンソーシアムでは、日本の「ワンセグ技術」を広く海外に紹介するために、「上海  

国際博覧会」の日本館イベントステージで実施される、愛知県ウィーク（７月３１日（土）

～８月５日（木））、名古屋市ウィーク（８月７日（土）～８月１２日（木））に参加し、    

２週間にわたって、実証・実験を実施します。 

この実証・実験は、上海市無線電管理局から同イベントステージ用に、日本の地上デジ

タル放送サービスの「ワンセグ」を放送する免許を受け、「ワンセグメント・ローカルサー

ビス」を活用して、「エリア限定放送」を行うものです。 

愛知県や名古屋市の「祭り」や「産業」を紹介する映像を制作し、データ放送では、    

その内容を中国語で解説するものを放送します。 

最後には、本ユビキタス特区で新規に開発した「電子マネー」連携機能を活用して、 

クイズなども実施し、参加者の反応を把握するための、アンケート調査なども行います。 
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